第16回心のふるさと交流事業「東北の子どもたち」ホームステイ
実施要項
【名　称】　第16回心のふるさと交流事業「東北の子どもたち」ホームステイ
【目　的】　震災から８年、令和の時代となり平成の時代の出来事がともすれば過去のことと受けとられる風潮が広がりつつあるように感じられる。現実には、なかなか進まない復興の部分もあり、助成金の打ち切りなどで精神的にも経済的にも厳しい状況のなかで生活している方々も少なくない。また、放射能についても完全に除去されたわけではない。一方、各地で起こっている災害への支援へ切り替えた団体もあり、ホームステイ事業が目に見えて減少している現実もある。以上のような現状をふまえ、これまでと同様に東北の子どもたちが、夏休みの期間を利用して、京都西本願寺への参拝と、鹿児島でのホームステイ(生活)をすることによって、こころとからだの健康を取り戻していただくこと。また、保護者の方々の「子ども達を守りたい」という思いへ応えること。そして、風化していく原発事故や放射能の問題も含めた東日本大震災や被災者の方々に対して関心を取り戻すとともに、この活動を通してお念仏をいただく者が社会の問題へ積極的に関わっていくこと(実践活動)を目的とする。
【主　催】　心のふるさと交流実行委員会

【共　催】　西本願寺・鹿児島別院・鹿児島教区教務所・本派社推協鹿児島支部
鹿児島教区懇談会・鹿児島教区仏教壮年会連盟・鹿児島教区仏教婦人会連盟
鹿児島教区寺族婦人会・鹿児島教区保育連盟・鹿児島教区寺族青少年連盟
鹿児島教区少年連盟・鹿児島教区スカウトクラブ・門徒推進員連絡協議会
鹿児島教区仏教青年会連盟・ほとけの子どもネットワーク
【期　間】　7月22日(月)～７月29日(月)　(７泊８日)
【募　集】　10名　参加対象　東日本大震災被災地（宮城・福島）に在住する子ども達
小学生・中学生（保護者同伴なら乳幼児も受け入れる）

　　※参加申込多数の場合、心のふるさと交流への参加が初めての方を優先し、選考の上決定する。
【参加費】　一人　２０，０００円　（保護者も同額、兄弟姉妹2人目からは10、000円）
【締　切】　募集〆切　6月15日（土）
【申込方法】所定の申し込み用紙に必要事項と保護者の方の申し込みにあたってのお気持
ち(400字程度)をご記入の上、事務局までお申し込みください。
【事業概要ならびにホームステイ日程】

5月中旬・・・ホームステイ参加者募集
東北各寺院やこれまでの参加者への案内とホームステイ関連サイトへの掲載等
〃　　・・・受け入れ家庭募集
鹿児島県内各寺院およびこれまでの受入家庭、関係団体等へ
6月10日(月)・・・ホームステイ参加者一次募集締め切り
6月30日(日)・・・受け入れ家庭募集〆切　
6月20日(木)・・・ホームステイ参加者最終申込〆切

6月24日(月)・・・参加者説明会

東北教区仙台別院、福島市康善寺伝道会館等において（予定）

　　　　　　　　　  参加者へは場所･日時決定次第連絡します。安心して参加して頂くための説明会。心のふるさと交流実行委員が鹿児島から２名出向予定
7月7日(日)・・・受け入れ家庭説明会　17：00～本願寺鹿児島別院において（予定）

　　　　　　　　 参加者の受け入れ家庭先が決まり次第、各々へ必要事項を通知
7月22日(月)・・・往路1日目　各地域のホームステイ事業と合同にて移動。
東北→京都西本願寺(新幹線)　西本願寺に宿泊
鹿児島から引率実行委員２名出向予定
　　　23日(火)・・・往路2日目　午前中は合同で京都観光。午後より各地域ごとに分かれ、大阪空港より空路鹿児島へ
夕方、霧島市溝辺町照明寺において受け入れ家庭との対面式とウエルカ
ムパーティー。終了後受け入れ家庭へ移動
　　　※受け入れ期間中（家族交流、地域交流、自由参加のイベント(キャンプなどを紹介）
　　　※保養が主目的のホームステイです。観光が目的ではありません。
７月　29日(月)・・・鹿児島空港において送別式

復路　鹿児島空港→東京羽田空港・・・飛行機

東京→東北・・・新幹線・常磐線等
※鹿児島から引率実行委員２名出向予定(東北スタッフの協力あり)
※不足する交通経費は実行委員会負担とする。ホームステイ中の食費等の基本的な生活
費は受け入れ家庭負担とする。ただし、発生した医療費および基本的な生活費以外の
経費は子どもの保護者負担とする。
※受け入れ家庭は、鹿児島県内の寺院やご門徒の家庭。１家庭に2名を原則としてホ
ームステイしていただく。
※受け入れ家庭には、ホームステイする子ども達は、お客様ではなくて心のふるさと交
流家族として、特別扱いせずに家族のように接して頂くようにお願いする。
※家族での保養希望があれば、保養施設を提供する。（食費や現地での交通費等は自己負担）
 　　　延泊も可
【心のふるさと交流実行委員会】　
代表　南隅組　大円寺　三島慶昭
　　　　　　　　　住所　〒893-0201　　鹿児島県鹿屋市輝北町上百引3988－ロ
　　　　　　　　　電話 099-486-0015  FAX 099-486-0517
事務局　北隅組　幽栖寺　藤谷亜太可
　　　　　　　　　住所　〒899-5302　　鹿児島県姶良市蒲生町上久徳2681

　　　　　　　　　電話 0995-52-0201  FAX 0995-52-1957
第16回こころのふるさと交流事業「東北の子どもたち」ホームステイ
　　　　　　　参　加　申　込　書　　　　令和元年　　月　　日
	ふりがな
	

	氏　　　名
	

	学校名・学年
	　　　　　　　　　　　　学校　　　　　　年生

	生 年 月 日
	平成　　　年　　　月　　　日生まれ （満　　才）　男・女

	住　　　所
	〒

	保 護 者 名
	

	連　絡　先
	TEL　　　　　－　　　　　－　　　　　（自宅・職場・携帯）
TEL　　　　　－　　　　　－　　　　　（自宅・職場・携帯）
FAX　　　　　－　　　　　－　　　　　（自宅・職場）
Emailアドレス　　　　　　　　　　　　（ パソコン・携帯 ）

	備考欄
＊過去の保養経験、お子様の健康状況(アレルギーや薬の服用状況など)等必要なことをお書き下さい。
	・これまでに保養体験（　あり　・　なし　）〇で囲んでください
・アレルギー　（　あり　・　なし　）
　ある場合詳しくお書きください
・その他


※別紙のホームステイ申し込みにあたっての今のお気持ちを必ずご記入ください。
※この情報は本事業(ホームステイ)以外の事には使用いたしません。
お問合せ（事務局へ直接お問合せください）

事務局・・・藤谷亜太可(ふじたに あたか TEL 0995-52-0201  FAX 0995-52-1957）
≪ホームステイ(保養)申し込みにあたって≫

ホームステイ申し込みにあたって震災の事、原発や放射能の事、東北のこと、子どもたちの状況の事など保護者の皆様の思いや感じていることをお書きください。
（400字程度。超えてもかまいません）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
